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【手続補正書】
【提出日】平成26年9月26日(2014.9.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の成分
　ｉ）ラクタム、及びラクタムとラクトンの混合物から選ばれる、少なくとも１種のモノ
マー（Ｍ）；
　ｉｉ）少なくとも１種の触媒（Ｋ）；
　ｉｉｉ）少なくとも１種の活性剤（Ａ）；
　を含む組成物（Ｃ）を製造するための方法であって、
　モノマー（Ｍ）の触媒（Ｋ）に対するモル割合は１：１～１００００：１の範囲であり
、及び以下の工程：
　ａ）成分（Ｍ）、（Ｋ）及び（Ａ）及び任意に、更なる成分を、５０～２００℃の温度
で混合する工程；
　ｂ）工程ａ）で得られた混合物を、０℃～３５℃の温度で冷却する工程；
　ｃ）任意に冷却した混合物を粒状にする工程、
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　組成物（Ｃ）が、充填剤、及び／又は補強剤（Ｆ）、ポリマー（Ｐ）、及び更なる添加
物質（Ｚ）から選ばれる、少なくとも１種の更なる成分を含むことを特徴とする請求項１
に記載の方法。
【請求項３】
　使用されるモノマー（Ｍ）が、カプロラクタム、ピペリドン、ピロリドン、ラウロラク
タム、及びカプロラクトンから選ばれる、少なくとも１種のモノマーを含むことを特徴と
する請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　使用される触媒（Ｋ）が、ナトリウムカプロラクタメート、カリウムカプロラクタメー
ト、マグネシウムブロミドカプロラクタメート、マグネシウムクロリドカプロラクタメー
ト、マグネシウムビスカプロラクタメート、ナトリウムヒドリド、ナトリウム、ナトリウ
ムヒドロキシド、ナトリウムエタノレート、ナトリウムメタノレート、ナトリウムプロパ
ノレート、ナトリウムブタノレート、カリウムヒドリド、カリウム、カリウムヒドロキシ
ド、カリウムメタノレート、カリウムエタノレート、カリウムプロパノレート、及びカリ
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ウムブタノレートから成る群から選ばれる少なくとも１種の化合物を含むことを特徴とす
る請求項１～３の何れか１項に記載の方法。
【請求項５】
　使用される活性剤（Ａ）が、脂肪族ジイソシアネート、芳香族ジイソシアネート、ポリ
イソシアネート、脂肪族ジアシルハロゲン化物、及び芳香族ジアシルハロゲン化物から成
る群から選ばれる、少なくとも１種の化合物を含むことを特徴とする請求項１～４の何れ
か１項に記載の方法。
【請求項６】
　工程ｂ）での混合物の冷却が、０℃～３５℃の温度で、１～６０秒の範囲で行われるこ
とを特徴とする請求項１～５の何れか１項に記載の方法。
【請求項７】
　重合のために、ラクタム、及びラクタムとラクトンとの混合物から選ばれる、少なくと
も１種のモノマー（Ｍ１）が使用され、
　該少なくとも１種のモノマー（Ｍ１）は、重合の前に、少なくとも１種の添加剤（Ｘ１
）と一緒に、粒状化物質に処理され、及び少なくとも１種のモノマー（Ｍ１）を含む粒状
化物質が重合に使用され、
　モノマー（Ｍ１）と添加剤（Ｘ１）でできた混合物が、任意に、固体状態、又は融解し
た状態で、重合の前に、ラクタム、及びラクタムとラクトンとの混合物から選ばれる、少
なくとも１種の更なるモノマー（Ｍ２）、及び／又は少なくとも１種の更なる添加剤（Ｘ
２）と混合され、
　少なくとも１種の添加剤（Ｘ１）及び少なくとも１種の添加剤（Ｘ２）がそれぞれ、相
互に独立して、触媒（Ｋ）及び活性剤（Ａ）を含む群から選ばれることを特徴とするアニ
オン重合によってポリアミド成形物を製造する方法。
【請求項８】
　少なくとも１種のモノマー（Ｍ１）及び任意に更なるモノマー（Ｍ２）がそれぞれ相互
に独立して、環に６～１６個の炭素原子を有するラクタムを含む群から選ばれることを特
徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　少なくとも１種のモノマー（Ｍ１）の、少なくとも１種の添加剤（Ｘ１）と一緒にした
、粒状化物質への処理は、乾燥した状態で成分を混合することによって行われることを特
徴とする請求項７又は８に記載の方法。
【請求項１０】
請求項１～６の何れか１項に記載の方法によって得られる組成物（Ｃ）が、１２０～２５
０℃の温度に加熱することによって重合されることを特徴とする請求項７～９の何れか１
項に記載の方法。
【請求項１１】
　以下の工程：
　ｉ）組成物（Ｃ）を、５０℃～２００℃の温度で融解させる工程；
　ｊ）融解した組成物（Ｃ）を、成形型の空洞部に導入する工程；
　ｋ）組成物（Ｃ）を、１２０℃～２５０℃の温度で重合する工程、
　を含むことを特徴とする、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　ポリアミド成形物は、充填剤、及び／又は補強剤を、３０～９０質量％の範囲で有する
ことを特徴とする請求項７～１１の何れか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　請求項１又は２の何れかに記載の方法によって得ることができる組成物（Ｃ）を使用し
て、ポリアミド成形物を製造する方法。
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